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最高エネルギー太陽放射線に対する空気シャワーシミュレーション
Simulation of Air Shower Induced by Solar Energetic Particle
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大気に入射した宇宙線は大気圏内で空気シャワーを引き起こし，中性子など様々な２次粒子を発生させる。航空機乗
務員の宇宙線被ばくは，主にそれら２次粒子によりもたらされるため，その被ばく線量を的確に評価するためには，精
度の高い空気シャワーシミュレーションが不可欠となる。そこで我々は，原子力分野で数多くの実績を持つ汎用モンテ
カルロ放射線挙動解析コード PHITSを用いて大気圏内における銀河宇宙線の挙動を解析し，太陽静穏時の宇宙線被ばく
線量を精度よく計算することに成功した [Sato et al., Radiat. Res. 2008]。本研究では，その計算手法を高エネルギー太陽
放射線（SEP）の挙動解析に応用し，SEPのエネルギーやピッチ角と被ばく線量の関係を定量的に明らかにする。また，
その相関をモデル化してWASAVIESシステムに組み込み，SEP被ばく線量の地域・時間依存性を予測可能とする。本講
演では，開発した計算手法について説明するとともに，それを用いていくつのかGLEイベントを解析した初期結果につ
いて報告する。

キーワード:太陽高エネルギー放射線,空気シャワー,被ばく線量,モンテカルロシミュレーション,グランドレベル事象,
WASAVIES
Keywords: SEP, air shower, radiation dose, Monte Carlo simulation, GLE, WASAVIES


